
▲京都大学の小林正美教授等にご指導いただいて作成
　した木製ダムを視察する京大関係者

▲協定書を取り交わす嘉門学堂長と伊藤市長

▲協定書に調印する嘉門雅史学堂長（右）と伊藤市長

　アクアトピア（西条市公共下水道雨水観
音水幹線）が国土交通省の手づくり郷土賞
「大賞部門」を受賞することとなり、12月
２日、ひうち会館にて認定証の伝達式が執
り行われ、国土交通省の山本順三政務官よ
り認定証が伊藤市長に手渡されました。
　この大賞部門は、昭和61年度から平成９年度までの手づくり郷土賞
の各部門で受賞した物件のうち、現在も良質な社会資本として地域の
個性や魅力づくりに貢献しているものを顕彰するものです。
　アクアトピアは、平成３年度に手づくり郷土賞「施設部門」を受賞
しており、今回の受賞は、アクアトピアが快適な水辺空間を創出し、
市民によるボランティア活動や清掃活動などの取り組み、四国初とな
る「河川の清流を守る条例」の制定（平成４年度）などが評価された

もので、平成19年度は、西条市を含め全国で11件認定されています。
※アクアトピアについては、39ページの「ふるさと探訪」で紹介しています。

▲認定証を手に喜びの伊藤市長と、伝達式に出席いただ
　いた国土交通省の皆さん。（右から、戸谷有一総合政
　策局事業総括調整官、祢屋誠四国地方整備局長、伊藤
　市長、山本順三国土交通大臣政務官、髙松諭松山河川
　国道事務所長）
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